
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7年 8月 29日 第 5号 

きずな 

今年度の重点目標 

「学ぶ楽しさを感じ、課題を主体的に 

取り組み変容する児童の育成」 

合言葉 

★一歩前進、プラスワンで進化しよう 

絆 
明徳小学校 学校だより 

     北の富士さんに学ぶ、自分らしく挑戦する心 

校長   山  下 礼 子  

長い夏休みが終わり、12 人の子どもたちが元気いっぱいに登校してきました。久し振りに校

舎に響く笑い声や挨拶の声に、学校にも活気が戻ってきたことをとても嬉しく思います。 

 

私は夏休み中に大相撲旭川場所を観に行く機会がありました。力士の皆さんの迫力ある取り組

みに大興奮でしたが、昨年 11 月に亡くなられた北の富士さんのことも思い出しました。北の富

士勝昭（きたのふじ・かつあき）さんは、第 52 代横綱で、北海道旭川市出身の元大相撲力士で

す。現役時代は 185 センチ、135 キロという小柄な体でありながら、厳しい稽古に励み、工夫

を重ねて大きな力士に挑んでいたそうです。スピードのある突っ張りや投げで「北玉時代」を築

き、10 回も幕内優勝を果たしました。引退後は九重部屋を継ぎ、千代の富士、北勝海の２横綱

を育て、NHK の大相撲中継では素直かつユーモア溢れる解説で人気を博しました。その後、新

型コロナの影響で中止となった 2020 年夏場所のコラムの代わりに中日スポーツで、コラム「は

やわざ御免」を執筆し 16 回掲載されました。自身の“相撲人生”を振り返ったコラムから、北

の富士さんの困難や辛いことから逃げずに立ち向かう強さと直向きな姿に感動し、「自分にでき

ることを一生懸命頑張ることの大切さ」を改めて感じました。 

 

先日の自由研究発表会では、子どもたち一人ひとりが、自分で調べ、 

まとめたことを堂々と発表していました。実験したことを実演したり、 

模造紙や ICT を活用して工夫して伝えたりする姿は、とても頼もしく 

輝いて見えました。「リコーダーの音が出るひみつ」や「心の心理」 

など、身近なことから題材を見つけている発表がほとんどで、家族からの聞き取りをまとめたり、

クイズで楽しく伝えたりと、どの発表からも子どもたちの努力と成長、進化が感じられました。 

そして、発表会の最後に、 

①「プレゼン」が素晴らしい（学年相応の、作品や模造紙、ICT 等でわかりやすい発表！） 

②話の聞き方が名人なみ（よく聞いているから感想や鋭い質問も多い！） 

③これからも、自分の「なぜ、どうして、不思議」を是非とも探求してほしい 

ということについて話しました。夏休み中の家庭での保護者の皆さまの温かい支えもあり、子ど

もたちにとって充実した素晴らしい時間となったことに改めて感謝申し上げます。 

２学期は、学習や行事がたくさん待っています。自由研究で見せてくれた「自分で考え、やり

抜く力」や、北の富士さんのように自分らしく挑戦する力や強みを生かす姿勢を大切にしながら、

一歩前進プラスワンで主体的に取り組み、歩んでいってほしいと思っています。12 人それぞれ

の笑顔と頑張りが、さらに輝き、仲間と共に成長できる２学期になるよう、教職員一同、しっか

りと支えていきます。2 学期もどうぞよろしくお願いいたします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

１日（月）全校朝会  
へき地校体験実習（４日まで） 

２日（火）１日防災学校 
３日（水）人権教室（２年）研修 
４日（木）朗根内神社祭（すもう大会） 

小規模校実習 
５日（金）開校記念日 
８日（月）全校国語（鈴木佳由さん来校） 

視力・身体検査  分館運営委員会 
9 日（火）スポーツ教室 俵真布神社祭 

１０日（水）ふるさと学習６年 
 

９月 行事予定 

前期学校評価より 

１学期末、保護者の皆様にはアンケートへのご協力をいただき、ありがとうございました。皆様からい
ただいた、ご意見は今後の教育活動に生かしていきます。 
 
１ 児童アンケートより 
「児童会や学級活動に進んで取り組むことができましたか」「朝の会等で一日の予定を知り、見通しをも

って行動していますか」の項目でマイナス評価の児童がいました。児童が前向きに行動できるように、個
に応じた支援を行っていきます。 
 
２ 保護者アンケートより 
●評価が高かった項目 
・「基礎基本の学力や話し合う力が身についている」…今後も少人数指導のよさを生かした学習指導を行っ
ていきます。 
・「思いやりや感謝の気持ちをもって周りの人に接している」…明徳っ子のよさです。 
・「困った時は助けてもらえる体制になっている」…個に応じた支援を続けていきます。 
●課題 
・「自ら進んで行動している」「課題を解決するための努力」「相談できる体制」「将来の夢や希望をもって
いる」「学校に行くことが楽しい」でマイナス評価がありました。…全ての児童が「学校に行くのが楽しい 
」、全ての保護者が「子どもを学校に行かせたい」と思えるような学校づくりを目指しています。その実現
のために子どもの思いや願いを大切にした教育活動を行っていきます。子どもの様子で気になることがあ
れば学校まで連絡をお願いします。 
【記述欄より】 
・参観日の日時について（６月の参観日が中体連と重なっていた）…保護者だけでなく、だれもが参加し
やすいように、来年度より中学校の行事も考慮して日時を決めていきます。 
・おたよりについて（全学年のおたよりを配付しては）…希望される方には全学年のおたよりを配付しま
す。学校まで連絡してください。 
 
・「人生を楽しんでほしい」「困難があっても乗り越えてほしい」「目の行き届いた教育であってほしい」
「進んで取り組める子になってほしい」「楽しく充実した学校生活を送ってほしい」「自分の考えや意見を
しっかりもってほしい」等の保護者からの願いに応えられるような学校教育を行っていきます。 
 
３ 学校からのお願い（業務改善） 
来年度、学級数の減少により、教員数が減ることが予想されています。そんな中でも明徳小学校のよさ

を生かした教育活動が行えるように業務改善にも取り組んでいます。教員の「働き方改革」を考えながら
の業務改善となります。保護者の方にご協力をお願いしたり、ご相談させていただくこともあると思いま
す。ご協力をよろしくお願いします。 

ジオパーク全国大会で展示 ～自由研究作品～ 

 ２２日（金）、夏休み自由研究発表会が行われました。今年も力作揃いで、夏休み 
中の頑張りが伝わってきました。例年は選ばれた作品を「夏休み自由研究コンクール」 
に出展していましたが、今年はジオパーク全国大会（９月２７・２８日）の開催に合 
わせ、全作品が全国大会の会場で展示されます。全国の方に明徳っ子の頑張りを見て 
もらいます。ご家庭でのご協力に感謝します。（ウェルカムメッセージも作成します。） 

１１日（木）職員会議 秋の環境整備 少年団 
役員会 PTA臨時三役会議 

１２日（金）ふるさと学習４年 
１５日（月）敬老の日 
１６日（火）読み聞かせ ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校 
      臨時学校運営協議会 
１８日（木）臨時休業日（研究会のため） 
１９日（金）児童会  
２０日（土）少年団秋の環境整備 
２３日（火）秋分の日 
２４日（水）クラブ 研修 
２６日（金）児童会 社会見学（２～４年） 

中学校見学（支援学級） 
３０日（火）臨時休業日（研究会のため） 


